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たであろう。それと現に進め られている日露戦争の帰趨 は、 まことに深刻な関心事だったはずであ
る。
日清戦争の当時、中国の軍隊は全 く戦意がなく、また軍事技術も著 しく劣 っていた。その根本的
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の特待生を、父兄か らの仕送りが多す ぎるという廉で、摘発するような姿 となる。
ちょうどその頃、東京では所謂 「清国留学生取 り締まり規則」を文部省が出し、留学生たちの激
しい反発をかっていた。その経過は、さねとうけいしゅう 「日中非友好の歴史」にくわ しい。注目













「取り締まり規則」は、西太后の毒手が外交ルー トと文部省を通 じて、自分たちに襲いかか った も
のと知 っていた し、 また清朝を打倒すべ しと考えていた。 しかし留学生達は、 日清交渉では日本の
意図を警戒せよと、清朝当局に打電 した。 これは打倒すべき相手に、 日本政府を警戒せよと呼び掛
けたことになる。 日本の学生 は、修業中の身であり、一人前ではない。それに対 しての清国留学生
は、大人であり、国の政策に発言権を行使できる存在だった。 日本の新聞は、それを理解で きず、
その無理解 と引き替えに保護善導の発想を押 しっけたのである。仙台教育会学生保護部の結成を進
めた仙台市長の発想 と、「取 り締まり規則」に対する新聞の発想とは酷似している。学生 とはいか































らず、半年 ほどで江南陸師学堂附設磯務鉄路学堂(磯 務学堂 と略称)に 入り直した。共に給費の学




を買 うお金 も工面でき、読書に振り向ける時間 もとれた。成績優秀の賞金を もらったり、新聞の懸



































も旺盛で、 ジューヌ ・ベルヌの 「月世界旅行」「地底旅行」の翻訳、翻案 「スパルタの魂」、論考
「中国地質略論」などを発表 した。なかでも後二者が重要である。「スパルタの魂」は中国人の 「国
民性」に関係する問題に目を向け、「中国地質略論」は地下資源が侵略されている実状を示 し、 と
もに人々の奮起を促 したものである。魯迅にとって 「中国地質略論」 は、自分が勉強 してきた科学





1904年(明治37年)9月、魯迅は仙台医学専門学校に入学 した。そのカ リキュラムは、解剖学 ・
組織学の理論 とドイッ語が中心だった。解剖学 ・組織学の授業 は、人体各部の名称を原語すなわち
ドイッ語で、暗記 し続ける内容で、かなりハー ドなものだった。魯迅は、 ドイッ語は南京時代にす
でに習得ずみだったか ら、はじめて ドイツ語に接する日本人学生より楽だったものの、かなりの苦
痛があった。入学1ヵ 月の頃、故郷の友人 ・支援者に書いた手紙では、授業がハー ドなこと、なか
でも他の文筆活動の時間が とれないのがっ らいと、繰 り返 し嘆いている。また、革命の中心から離
れた寂 しさ、日本人学生の恐るるに足 りないこと、尊大なこと、社交上手なことなども書き送った。
たしかに、暗記ばか りで他の分野に手を回せない状況は、魯迅にとって初めてのことだった。
藤野厳九郎先生 と、出会 った。藤野先生は、魯迅の解剖学ノー トを1学年を通 して添削 した。藤
野先生の意図を、魯迅は作品 「藤野先生」なかで、『「小にしては中国のたあ……、大 にしては学











的学術 とを結合する見通 しが持てな くなったこと。魯迅が留学生世界を離れて仙台にくる自信のも
とになった 「中国地質略論」 は、実 は地質学の本筋 と革命 とを結合できたのではなく、大地にまっ
わりっく領土 とか主権 とかの属性によって、結合できたにすぎなかった。また医学を選んだ理由に




生が言 った 「小にしては中国のため……、大 にしては学術のため……」 とは、中国やその革命より
も大なる、学術 というものがあるという意味でもあった。
第二は、中国観 ・中国革命観の修正が、必要になったこと。清国留学生達の中国革命のイメージ
は、清朝 は打倒すべきこと、 しかしいかにして打倒するか、また打倒 したあとどうするかなどは、
あまり考えられていなかった。それは、歴代王朝の交替を進めた革命起義 と、 さほど変わりがない。
そこでは、何よりも王朝支配体制への考察が不足 している。その王朝体制を正当化 した根据は、た
とえば 「天」である。それに対 して支配 される側の姿 は、平時には 「鼓腹撃壌」を理想 とし、 「不
伯官、只伯管」を信条 とし、支配者 との関係をなるべ く回避する。それよりも人々が重視したのは、
自分たちの生活を直接左右する 「天」であった。人々は天を敬い、天を恨み、天に祈 り、天に嘆い
た。「天」とは、災害や僥倖をも含んで、現実生活に影響を及ぼす力のうち、その来源や構造が検
証不能あるいは不可知 と考えられるものにっけた、別名の如 きものであろう。そこには、検証不能 ・
認識不能を大 きく許容 し、偶然の 「天命」 と締める精神が潜んでいる。
それに対 して藤野先生の示 した近代的学術 とは、不可知にいどみ、検証を不可欠 と.し、あくなき
追求をすすめる存在だった。藤野先生は、死者の霊 とか婦人の纏足など、中国的習俗や習慣を全 く
問題にせず、解剖学的関心を優先させ、不可知と諦めることを許さなかった。藤野先生はまた、魯
迅のノー トの解剖図を、無遠慮に訂正 した。魯迅 は強い反発を感 じた。それは、科学 としての正確
さと中国的美学の衝突だった。 魯迅 は中国的通念の世界から抜け出さねばならなかった。近代的
合理主義 に基づく中国観を追究する必要を痛切に感 じたのではないか。それは魯迅の生涯貫 く課題
となる。その追究のなかで、仙台における日本の民衆や社会に関する実体験は、考察を進める大き
な手がかりとなったであろう。 しかし、当面 は医学 との関係により、健康や生死の分野へ と考察の
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焦点が絞 られる。
第三の問題 は、医学 とはいかなる学問か、医学 と革命との関係を改めて考えることが必要になっ
たこと。魯迅が医学を選んだ理由が、 もう二つあった。「意識的無意識的な殺人者である漢方 医の








たと語 った。魯迅はその時、中国入が命を、 さまでに貴重視 しないと感 じたのだ。人間死ぬことは




がまき起 こり、凶作でも餓死者をださずにすませていた。魯迅 は弘文学院の頃に、友人許寿裳 と、
中国人の命の値打ちがあまりにも安いと嘆 きながら語 り合 った。ロシア軍スパイ処刑のシーンによっ
て、魯迅は医学 と革命の間接的な結合の可能性 も、中国では日本よりもうすいと考えたのである。
魯迅は、その時中国人の、それも庶民の日常的な死生観 と、事実上対面 したことになる。死生観
とは 「天」の観念のなかで も核心にあたる。魯迅は 「天」や 「天命」という言葉を使っていないが、
事実上それと対面 した。





る処刑見物の中国人達とを同列におき、ともに嘆 く対象とした作 りに変わった。 この改筆が逆 に、
仙台でひとたびは中国人の死生観と対面 したこと、少なくとも 「藤野先生」執筆時にはその危険性
を自覚 していたことなど、間接的に物語 っている。その時の死生観との対面 は、魯迅の中国観 ・社
会観 ・庶民観を、より深 くまた精密化する契機として、十分す ぎる程の意味があった。












論 文 審 査 結 果 の 要 旨
中国近代文学の父 といわれる魯迅は、その青年時代、21歳から28歳まで(1902～09,明治35～42)
を清国留学生 として日本で過 した。その聞にいったんは医学を志 して仙台医学専門学校に進みなが
ら、やがて退学 して東京 に戻 り、文学への道を歩みはじめる。魯迅の七年間にわたる日本留学、特










見てショックを受け、「医学は全然重要なことではないと思 った」 というのは必ず しも人 を納得 さ
せるものではなく、「いぶか しさを感 じさせる」 ことを指摘する。 この問題が本論文全体 の基調 と
となっている。っいでこの記述の底には魯迅の 「中国や中国人の現状、将来に対する深刻な危機感
が横たわっている」 として、当時の清国留学生 のおかれている特殊な立場、そして魯迅の仙台にお
ける見聞が具体的に述べ られる。二十世紀初頭 に清国か ら日季へにわかに多数の留学生が送 りこま
れたのは、 日清戦争(1894,95)と義和団事件(1899,1900)で惨めな敗北を経験 した清国が、や っ
と近代化をめざして科挙に代わる新 しい教育制度を模索 しはじめた延長上 にある。その留学生のひ
とりとして来 日した魯迅が、東京 における二年間の基礎教育を経て仙台を訪れたのは折 しも日露戦
争のさなかであり、その翌年(明38>の東北地方 は史上稀にみる大凶作であった。第一章の第三節
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治38年に文部省が公布 した 「清国留学生取締規則」をめぐる問題が論 じられる。 これらの状況 は科
挙の受験生であっても知識人として社会的に重ん じて来た中国の通念と著 しく食い違 うもので、留














よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与 されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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